
　10月に開催が予定されている第４回信楽まちな

か芸術祭「シガラキマニア2021」では、「学び」を

テーマにした企画展示の準備が進められています。

　NHK連続テレビ小説「スカーレット」にも描かれた

ように、1960年代から80年代は火鉢から庭園陶

器や建材、植木鉢に移行する時代で、すでに信楽

窯業技術試験場では次の時代を見越した海外輸出

のための新たな試作品も制作されていたようです。

　シガラキマニア2021では、この時代にスポット

を当てた作品や過去を思い起こす映像作品が展

示される予定で、過去の信楽を見つめ直すこと

で、新たな価値を創造し、未来へつないでいくた

めの機会となります。

　陶器を通してまちづくりに取り組む実行委員で

この企画のリーダー石
い し

野
の

啓
け い

太
た

さんは「60年代から

80年代の信楽は産地としての動きが活発であり、

チャレンジ精神あふれる「やきもの文化」から、今

後につながるヒントが得られるのではないかと思い

ます。」と話されました。

　シガラキマニア2021

の開催を通して、今後

信楽焼がどのように未

来に引き継がれていく

のか、みんなの期待が

高まります。

　

小
学
生
の
頃
、
近
所
の
子
ど

も
が
集
ま
っ
て
山
で
水
晶
採
り

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
私

と
鉱
物
の
出
会
い
で
す
。
鉱
物

採
集
は
「
宝
探
し
」
の
よ
う
な

も
の
で
、
目
当
て
の
鉱
物
を
見

つ
け
た
時
の
嬉
し
さ
が
忘
れ
ら

れ
ず
、
ず
っ
と
続
け
て
い
ま
す
。

　

信
楽
の
山
中
に
あ
る
ア
ン
チ

モ
ン
（
輝
安
鉱
）
の
鉱
山
跡
を

見
つ
け
た
時
が
非
常
に
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
明
治
時
代
に
採

掘
さ
れ
た
古
い
小
さ
な
鉱
山
で
、

当
時
を
知
る
人
も
い
な
い
の
で

文
献
や
経
験
な
ど
か
ら
見
つ
け

出
し
ま
し
た
。
10
年
以
上
か
け

た
の
で
大
変
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

ト
パ
ー
ズ
で
す
。
ト
パ
ー
ズ

は
11
月
の
誕
生
石
と
し
て
有
名

な
宝
石
の
一
種
で
す
。
大
津
市

の
田
上
山
で
採
集
し
た
の
で
す

活
動
で
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、

印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
？

鉱物研究家　福
ふく

井
い

龍
た つ

幸
ゆ き

さん

今回は水口町在住で鉱物の採集や鉱山跡の探

索を行われている福井龍幸さんにお話を伺い

ました。

が
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径
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光
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。
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て
60
年

伊賀にアトリエを
構えた 水 墨 画 家・
穐 月 明 （1929-
2017） が描いた近
郊の風景や日常の情
景を中心に、作品を
スケッチした場所の
写真なども展示して、穐月明の視線に迫ります。
画家が観た美しい伊賀をお楽しみください。

　美しい星空が広が
る豊かな自然に囲ま
れた鈴鹿峠自然の家
天文台「童夢」。天
文台には、口径400ミリメートルの反射望遠鏡
と口径115ミリメートルの屈折望遠鏡を備えて
おり、月に1回の無料開放や季節ごとの星空観
察会を行っています。
※無料開放日など詳しくは、市ホーム
ページをご覧ください。
※雨天・曇天の場合は中止となります。
ところ    鈴鹿峠自然の家天文台「童夢」
　　   （亀山市関町沓掛123）
問合せ  亀山市教育委員会事務局生涯学習課社会教
育グループ（ 0595－84－5057）　
※無料開放当日のみ（ 090－5114－1670）

伊賀市 ミュージアム青
あ お

山
や ま

讃
う た の い え

頌舎

夏の通常展「伊賀に暮らし

て－穐
あ き

月
づ き

明
あきら

の身近な風景－」

伊
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物
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気
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り
の
鉱
石
は
？

今
後
の
活
動
・
目
標
は
？

と　き   8月22日（日）まで
※開館時間：午前10時～午後4時30分（最終入
館：午後4時）　※火曜日休館
ところ   伊賀市 ミュージアム青山讃頌舎（伊賀市別

府718-3）
料　金  一般 300円（高校生以下無料）
問合せ  伊賀市文化交流課　

0595-22-9621　
青山讃頌舎　 0595-52-2100

甲賀の素晴らしさ伝える

郷土料理集完成

短冊に託すそれぞれの思い

～矢川神社の七夕まつり～

　市内の特産品を使用した料理レシピ本「忍者

の里　甲賀　七
な な

彩
い ろ

物語郷土料理」が発刊されま

した。

　制作は、多くのボランティアで活動されている

「NPO法人地域で創る土曜日夢の学習」の皆さん。

　旧甲賀郡の7町の時に同様の本を発行された

ものを、新たに5町で編集されました。郷土料理

の素晴らしさを伝えるだけでなく、ふるさとの味

を通して、家庭の絆や地域での交流が深まれば

との思いで制作されたそうです。

　地域の特産品が多くの家庭の食卓に並べば良

いですね。

　毎年7月7日の七夕の日に実施されている矢川

神社の「七夕まつり」。雨ごい祈願をする神社の由

来のとおり、今年は雨の降る中ではありましたが、

地域の保育園や介護施設などからそれぞれの願い

が書かれた短冊が付けられた笹飾りが奉納されま

した。

　短冊には「コロナが終息してお出かけができます

ように」「100歳まで元気に暮らせますように」と

いった多くの願いが書かれていました。

　昨年の中止に続き、今年も伝統の手筒花火や屋

台などは残念ながら行われませ

んでしたが、実行委員の皆さんは「来年こそは絶対

に復活させたい」と話されていました。

　短冊に託された皆さんの願いがきっと叶います

ように。

編集に関わっ
た皆さん

新たに発刊さ
れた料理集

※鉱物採取を行う際は、ルールとマナーを守り行いましょう。

～豊かな自然の中で、星空を眺めてみませんか？～

境内に奉納
された笹飾り

願いが届き
ますように

過去の「やきもの文化」から

“学び ”未来へつなぐ

「この年代は興味深い作品
が多いんです」と話す石野さ
ん（信楽窯業技術試験場）
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